


先端医療の進歩が一段と加速するであろう21世紀において
医療に従事するものにとって失うことの許されない最も大切なものと考えます。院 是
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○理念
私達は、職務の尊さと責任の重さを自戒し、人格の向上につとめ、奉仕の精神に徹し、
地域住民及び患者様に「心のこもった医療」を提供し続けます。
○基本方針－人生明るく、地域への貢献－
1.人権尊重と情報公開
　私達は、患者様のお気持ちを尊重し、納得戴いた上での診療を実践します。
2.生涯学習と最新医療
　私達は、生涯学習の精神を旨とし、常に医療の質の向上につとめます。
3.明るく健康な環境作り
　私達は、明るく健康な医療環境を保持することにつとめます。
4.地域社会への貢献
　私達は、患者様の要望に応対し、医療を通して地域社会の発展に貢献します。　

○患者様の権利
1.人格を尊重される権利
　人　　権

2.適切な医療を平等に受ける権利
　平 等 権

3.医療上の情報を知る権利
　知る権利

4.医療上の行為を選択できる権利
　選 択 権

5.プライバシーを保護される権利
　保 護 権

FAX：0480-52-0954　http://www.saikuri.org/ 　E-Mail saikuri@saikuri.org

受付時間□月～金 8：00～11：30　予約診療の方は8：00～16：30

休診日□土曜日・日曜日・祝祭日　開院記念日（7月1日）　年末年始（12月29日～1月3日）　面会時間□12：00～20：00

休診日・夜間の診療体制□休診日・夜間は救急対応となります。受診に際しては、事前に電話でご確認ください。

診 療 科□内科、循環器科、小児科、外科、脳神経外科、泌尿器科、耳鼻咽喉科、眼科、皮膚科、整形外科、放射線科、麻酔科

※診療科により異なりますので、各科の診療日程表をご覧ください。

〈発行人〉遠藤康弘　〈編集委員〉木村純夫、川上光子、 阿波根昌和、 横井 博、 猪浦一人、 石田泰樹、 早川真司、 篠原 聡、 深谷里子、宮内雅弘

栗橋病院のこの一年
ご存知ですか？　咳エチケット
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第7回 健康すくえあについて
済生会栗橋病院では、毎年恒例の秋のイベント“健康すくえあ”を
以下の日程にて開催致します。皆様のご参加をお待ちしています。

平成 23 年 11月 4日（金） 午後は休診
開会セレモニーは 13：00から開始します。
会   場：正面玄関周辺、1階外来及び東館 5階講堂
テーマ：つながる心
内   容：各部門の企画・展示、商工会等出店、講演、
　　　　三遊亭楽生さんによる落語など、多数企画。

10：00　プレスタート（看護部による健康測定）
13：00　開会式・オープニングセレモニー（正面玄関）
13：30　【和太鼓】　おおしか保育園（正面玄関）
13：30　～各セクション催し物開始～
15：00　【講演 1】　「AED の使い方」ICUスタッフ（東館５階 講堂）
15：30　【講演 2】　「地域救急センター開設にあたり」
　　　　　　　　　 院長　遠藤康弘（東館５階　講堂）
16：00　【落　語】　三遊亭楽生（東館５階　講堂）
17：30　閉会式　（東館５階）
※時間は目安です。多少前後することがありますのでご了承ください。

イベント：（会場：第一駐車場）
　　　　・交通安全体験車「サイトくん」
　　　　・埼玉県警 白バイ＆パトカーによるイベント
　　　　・栗橋商工会・ＪＡ埼玉みずほ等による即売

お問い合わせ／済生会栗橋病院　総務課　0480-52-3611（代表）

作画 ゴンパチさいくりHP物語



　早くも今年の栗橋病院を総括するようにという依頼です

が、それにしても、いろいろなことがあった年です。病院

機能評価受審、東日本大震災、電子カルテ導入、そして

年末には地域救急センター開設が待ち受けています。

　昨年8月から白髪副院長指揮の下、病院機能評価の準

備がなされました。準備期間が足らず大変でしたが、各

部署の協力のお蔭で2月13日～15日の訪問審査を無事受けることができ、7月1日に病院機能評

価Ver.6.0の更新が認定されました。

　3.11、東日本大震災。日本中、世界中の人々に衝撃を与えた出来事でしたが、栗橋病院も

直接的、間接的に被害・影響を受けました。断水（水道管破裂）に始まり、水道水の濁り、東北

自動車道の閉鎖、電車の間引き運行、停電（事故）、計画停電、ガソリン不足、医薬品の在庫不足、

電力使用制限などと数え上げたら切りがありません。すべての人の人生観に少なからず影響を及

ぼした震災でもあったはずです。この半年、東北の人々のことを思い、原子力発電のことを考え、

家族や周りの人のことを気遣いながら生活をした人々は多かったのではないでしょうか。栗橋病

院でも、診療への影響を最小限にすべく、みんな自主的に働き、頑張ってくれました。人目には

付かないところでも、しっかりと役目を果たしてくれた人たちには特に感謝しています。

　電子カルテは、震災の影響がまだ抜け切らない6月1日から病棟に、7月4日から外来に導入さ

れました。西村先生の指揮の下、医療情報課・医療秘書課を始めとしてすべての部署の協力で、

大きな問題も起きずに何とか軌道に乗りつつあります。しかし、電子カルテはコンピュータの宿

命とは言え、outputには非常に便利ですが、inputには多大のエネルギーを要します。今後は

この問題が診療へ悪影響を及ぼすことのないように、少しでも解決していく必要性を感じています。

　地域救急センターは、1月31日に工事が始まり、震災の影響でエレベーターが搬入されないな

どのために工事は遅延していましたが、12月12日の開設予定まで漕ぎ着けることができました。

ハードができあがるわけですが、救急センターが成功するかどうかはソフトが一番問題となります。

すべての部署がどのように働くかにかかっており、チームプレーなくして、安全で良質な医療の

提供はありません。

　最後に私のことになりますが、7月から副院長に任命されました。まったく予想外の事態に誰よ

りも自分自身が驚いています。この震災の経験を機に、病院を新たなステージに進めていかなけ

ればいけないと思っております。栗橋病院をより良くするために、ご指導をよろしくお願い致します。

栗橋病院のこの一年

栗橋病院から皆様へ
副院長　小池太郎

色変換　　M→DIC2464s 　スミ→435s

　早いもので10月に入り、今年もあと2ヶ月ほどになりました。これから冬
に向けて空気が乾燥してきて、インフルエンザや風邪などの呼吸器感染症が
流行してきます。
　呼吸器感染症を起こしてしまうと、咳やくしゃみでたくさんのウイルスや
細菌を周囲にまき散らしてしまいます（咳をするとウイルスが2～3メートル
飛ぶといわれています）。

　できることであれば他人から風邪をうつされたくはないですし、自分が風邪をひいてしまっ
た時には、職場の同僚や家族など身近にいる人たちにうつすことは避けたいものです。そんな
時に効果を発揮するのが「咳エチケット」です。

　咳エチケットとは、主に下記の方法でウイルスの感染を予防します。

① 咳やくしゃみをしている人が集団のなか（学校・病院など）に
　 入るときはマスクを着用する
② 咳やくしゃみをしている人にはマスクを着用してもらう
③ 咳やくしゃみをする場合は、ティッシュで鼻と口をおおう
④ 使用したティッシュはすぐに捨てる
⑤ ティッシュを捨てたらすぐに手を洗う

　マスクをきちんと着用すれば、咳やくしゃみをしても周囲にウイルスをまき散らすことを防
ぐことができます。着用するポイントとして、鼻を完全に隠しアゴまでしっかりフィットさせ
ると、より効果的です。マスクは安価ですぐ手に入るので、常備しておくと良いでしょう（布
マスクよりも使い捨てタイプの方が、衛生的にも好ましいです）。
　マスクを着用していない場合は、咳やくしゃみをする時にはティッシュで鼻と口をおおうよ
うにしましょう。そうすることで、マスクを着用しているのと同じような予防ができます。し
かし、使用後のティッシュには多くのウイルスが付着していますので、使用したティッシュは
すぐにゴミ箱に捨てましょう。
　そして最も大切なことが「手を洗うこと」です。マスクやティッシュに付いていたウイルスが、
手にもたくさん付着しているはずです。その手で周囲の環境を汚してしまったら、せっかくの
マスクやティッシュによる予防が無駄になってしまいます。しっかり手を洗って、ウイルスを
他の場所、他の人にうつさないように気をつけましょう。
　空気も乾燥してきますので、「うがい」もしっかりしてください。やはり基
本は「手洗い」と「うがい」ですね。そして、よく食べよく寝てよく笑って、免
疫力を高めることが感染予防の第一歩ではないでしょうか。

感染管理認定看護師
小美野 勝

ご存知ですか？　咳エチケット
～自分を守るために・まわりの人も守るために～
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